【エンジニアリング業】
職種：建　設　　職務：工事技術サポート

【概要】

　　建設現場・他部門からの技術的な問い合わせに応じるなど、工事関連の専門的技術サポート及びアフターサービスを行う仕事。

【仕事の内容】

　　建設活動はその機能に応じて「工事プロポーザル」「工事管理」「工事技術サポート」の３職務に区分される。工事技術サポートの対象となる業務には、工事技術に関する情報収集とその整理に基づくデータベース化、現地・現物での技術指導及び教育の実施、工事仕様書・工事計画書等の関連資料の開示・閲覧・保管方法への配慮などがある。

また、戦略的な観点からプロジェクトの成果に関する工事技術分野の知的所有権を保持または開示という判断や、不具合対応やリニューアル工事のアフターサービスへのキメ細かい対応による顧客満足度の向上など、工事技術に関する総合的・複合的なサポート業務を行う仕事も含まれる。

　

（1） 【求められる知識・経験】

（2） 工事技術サポートの仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、建築・建設・土木工学等のエンジニアリングの基礎を十分に身につけていることが望まれる。また、経験者募集の場合には、一定の実務経験（実績）が要求される。

（3） 社内外関係者と円滑に意思疎通しながら様々な業務をコーディネートすることが求められるため、コミュニケーション力、折衝・交渉力、対人関係能力が必要となる。

【関連する資格・検定等】

· 建築士　〔財団法人 建築技術教育普及センター〕

· １級建築施工管理技士　〔財団法人 建設業振興基金試験研修本部〕

· 技術士（建設部門）　〔社団法人 日本技術士会技術士試験センター〕

· ISO9000、ISO14000主任審査員　〔財団法人 日本適合性認定協会〕

　・溶接管理技術者（特別級・１級・２級）　〔社団法人 日本溶接協会〕

　など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０５１　建築技術者　　０５２土木技術者

